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安全運行のオアシス トラックステーション
全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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151「
ソ
ー
ス
の
道
③
」 

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
諸
国
物
語

　

物
事
に
は
必
ず
起
源
が
あ

る
が
︑
食
文
化
に
つ
い
て
は

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多

い
︒
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
の
場
合

は
と
り
わ
け
諸
説
紛
々
で
︑

調
べ
る
ほ
ど
に
楽
し
く
な
る
︒

　

福
島
県
の
会
津
で
は
﹁
カ

ツ
丼
﹂
と
い
え
ば
ソ
ー
ス
味

に
決
ま
っ
て
い
る
が
︑
そ
の

始
ま
り
は
洋
食
の
コ
ッ
ク
が

鰻
の
蒲
焼
き
に
ヒ
ン
ト
を
得

た
と
い
う
大
正
時
代
説
︑
東

京
か
ら
招
い
た
コ
ッ
ク
が
始

め
た
昭
和
戦
前
説
︑
さ
ら
に

会
津
若
松
市
の
老
舗
食
堂
の

主
人
が
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス

風
味
で
つ
く
っ
た
と
の
昭
和

戦
後
説
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
歩

も
譲
ら
な
い
︒

　

な
お
︑
会
津
で
は
カ
ツ
の

下
に
せ
ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
を

敷
く
の
が
主
流
だ
︒
さ
ら
に
︑

前
を
し
て
い
ま
し
た
﹂
と
︑

私
は
桐
生
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

の
老
舗
の
店
主
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
︒
ま
た
︑
前
回

ご
紹
介
し
た
福
井
で
も
繊
維

産
業
関
係
者
の
残
業
用
に
人

気
だ
っ
た
︒
そ
う
そ
う
︑
桐

生
も
福
井
も
キ
ャ
ベ
ツ
を
添

え
な
い
主
義
で
あ
る
︒

　

長
野
県
駒
个
根
市
で
は
せ

ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
は
必
須
で
︑

ツ
カ
ツ
丼
を
見
か
け
た
こ
と

が
あ
る
︒
界
隈
は
花
柳
界
だ

っ
た
か
ら
︑
芸
者
さ
ん
が
お

座
敷
前
の
腹
ご
し
ら
え
に
注

文
し
て
い
た
ら
し
い
︒
こ
の

丼
は
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
に
も
い
い
の
だ
︒
最
近
︑

裏
渋
（
谷
）
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
円
山
町
で
も
ぜ
ひ
復

活
し
て
ほ
し
い
︒
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ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
で
卵
で
と

じ
た
煮
込
み
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

も
あ
り
︑
微
妙
に
複
合
し
た

お
い
し
さ
を
楽
し
め
る
︒

　

一
方
︑
群
馬
県
桐
生
市
の

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
は
大
正
時
代

に
始
ま
っ
た
そ
う
で
︑
繊
維

産
業
が
華
や
か
だ
っ
た
時
代

に
は
何
十
人
前
も
出
前
し
て

い
た
︒﹁
女
工
さ
ん
の
残
業

時
の
夜
食
用
に
︑
毎
晩
︑
出

肉
は
ロ
ー
ス
が
原
則
で
１
２

０
㌘
以
上
︑
各
店
の
秘
伝
ソ

ー
ス
を
く
ぐ
ら
せ
た
ト
ン
カ

ツ
を
載
せ
る
と
︑
細
か
く
決

め
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
隣

の
伊
那
市
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

は
昭
和
21
年
に
始
ま
り
︑
キ

ャ
ベ
ツ
た
っ
ぷ
り
が
売
り
︒

　

そ
う
い
え
ば
︑
ず
い
ぶ
ん

前
だ
が
︑
東
京
・
渋
谷
円
山

町
の
食
堂
の
品
書
き
で
ソ
ー

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜踏切編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第6章第1節踏切1-4）前車に
続いて踏切を通過するときでも、一時停
止して安全を確認しなければならない。
❷ ×（道交法第33条第2項）踏切を通過
しようとする場合において、踏切の遮断
機が閉じようとし、もしくは閉じている間
又は踏切の警報機が警報している間は踏
切に入ってはならない。「警報機が警報し
ている間」とは、警報機が鳴り始めてか
ら鳴り止むまでの間のことをいう。
❸ ×（道交法第33条第1項）信号機の
表示する信号に従うときは、一時停止を
しないで進行することができるが、その

場合でも、安全確認の義務までは免除さ
れていないので安全確認をする必要があ
る。
❹ ○（教則第6章第1節踏切1-5）踏切内
では、歩行者や対向車に注意しながら、
落輪しないようやや中央寄りを通行する。
❺ ○（道交法第50条第2項）車両等は、
その進行しようとする進路の前方の車両
等の状況により、横断歩道、自転車横断
帯、踏切又は道路標示によって区画され
た部分に入った場合においては、その部
分で停止することとなるおそれがあると
きは、これらの部分に入ってはならない。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 4月26日（金）17:00～5月  1日（水）  9:00

5月  1日（水）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 平常通り営業

苫 小 牧 4月26日（金）17:00～5月  1日（水）  9:00
5月  1日（水）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 平常通り営業

青 森 4月26日（金）17:15～5月  7日（火）  8:30

盛 岡 5月  3日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室
コインランドリー 5月  3日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

仙 台 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
シャワー
食　堂

4月26日（金）16:30～5月  7日（火）  9:00
4月27日（土）15:00～4月30日（火）  8:00
5月  2日（木）15:00～5月  7日（火）  8:00

※短縮営業4/30㈫、5/1㈬、5/2㈭  8：00〜15：00

白 河 の 関 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30 コインシャワー、コイン
ランドリー、休憩室 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

茨 城 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業

矢 板 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂、浴室、コインシャ
ワー、コインランドリー 4月26日（金）22:00～5月  7日（火）11:00

大 宮 平常通り運営 平常通り営業

東 神 4月29日（月）  9:00～4月29日（月）17:00
5月  3日（金）  9:00～5月  6日（月）17:00

新 潟 4月26日（金）19:00～5月  7日（火）  8:00 シャワー 4月26日（金）18:30～5月  7日（火）  8:00
金 沢 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂・売店
浴室、宿泊・仮眠

5月  2日（木）14:00～5月  7日（火）11:00
5月  2日（木）10:00～5月  7日（火）12:00

安 城 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食　堂 4月27日（土）21:00～4月29日（月）10:00
5月  4日（土）21:00～5月  6日（月）10:00

名 古 屋 4月27日（土）10:00～5月  7日（火）10:00 食　堂
宿泊・浴室

4月27日（土）10:00～5月  7日（火）  7:00
4月27日（土）10:00～5月  7日（火）10:00

亀 山 5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  9:00
食　堂
売　店

浴室、宿泊・仮眠

5月  2日（木）14:00～5月  7日（火）  7:00
5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）  7:00
5月  2日（木）17:00～5月  7日（火）10:00

彦 根 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 食堂・宿泊・浴室 4月26日（金）21:00～5月  7日（火）  8:00
大 阪 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

奈 良   ・ 針 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室、コインシャワー、
コインランドリー 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00

岡 山 4月27日（土）16:00～5月  7日（火）  8:00 食　堂
その他

4月26日（金）18:00～5月  7日（火）11:00
4月27日（土）16:00～5月  7日（火）  8:00

尾 道 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  8:30
シャワー、トイレ、

洗濯機
コンビニエンスストア

4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  7:00 食堂・浴室 4月27日（土）15:00～4月30日（火）  7:00
5月  2日（木）15:00～5月  7日（火）  7:00

北 九 州 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 シャワー、ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
食　堂
浴　室
宿　泊

※短縮営業　10：00〜22：00
※短縮営業　10：00〜20：30

　平常通り営業

諫 早 5月  2日（木）20:00～5月  7日（火）10:00
食　堂
宿　泊
浴　室

5月  2日（木）14:30～5月  7日（火）10:00
5月  2日（木）10:00～5月  7日（火）15:00
5月  2日（木）20:00～5月  7日（火）10:00

大 分 4月26日（金）18:00～5月  7日（火）  8:00 4月26日（金）22:00～5月  7日（火）  8:00
宮 崎 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00 休憩室、シャワー 4月26日（金）17:00～5月  7日（火）  9:00
鹿 児 島 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30 休憩室、コインシャワー 4月26日（金）17:30～5月  7日（火）  8:30

TS名 給油所
青 森 4月27日（土）19：00～4月29日（月）  8：00

5月  4日（土）17：00～5月  6日（月）  8：00
大 宮 平常通り営業

新 潟
5月  2日（木）17：30～5月  6日（月）  8：30

○短縮営業　
４月28日（日）〜4月30日（火）	 8：３０〜17：３０
5月1日（水）、2日（木）、6日（月）	 8：３０〜17：３０

金 沢 平常通り営業　
（平日・土曜：7：0０〜21：0０、日・祝祭日：8：0０〜19：0０）

TS名 給油所

岡 山
4月29日（月）〜5月4日（土）	 8：００〜18：００ 祝日営業
5月  6日（月）	 8：００〜18：００ 祝日営業
4月28日（日）、5月5日（日）	 休業

尾 道 平常通り営業
三 次 4月27日（土）20：00～5月  7日（火）  7：00
北 九 州 平常通り営業

TS
トラックステーション

（公社）全日本トラック協会施設事業部（平成31年4月10日現在）（ゴールデンウイーク）

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しまし
た。お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右のQR
コードにかざしてください。

※ �QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

全国28か所に
設置されたTS
安全運行のお手伝い

鳥栖TS（佐賀県鳥栖市）

金沢TS（石川県金沢市）

東神TS（神奈川県大和市）

G W 休 業 案 内
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▼
﹁
ロ
ー

マ
は
一
日

に
し
て
成

ら
ず
﹂
︒

何
事
を
成
す
に
も
周
到
な
準
備
と

策
略
が
必
要
で
す
︒
成
す
べ
き
事

の
内
容
に
軽
重
は
あ
り
ま
す
が
︑

現
代
は
︑
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
氾
濫

し
て
︑
四
方
八
方
か
ら
自
然
と
知

恵
が
付
き
ま
す
︒
▼
戦
国
時
代

は
︑
相
手
方
の
所
領
を
安
堵
し
味

方
に
付
け
る
︑
或
い
は
︑
相
手
方

を
調
略
す
る
た
め
忍
び
を
使
い
直

近
の
情
報
を
入
手
す
る
な
ど
︑
昔

の
情
報
収
集
は
︑
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
時

代
に
勝
る
と
も
劣
り
ま
せ
ん
︒
▼

長
野
県
に
住
む
友
人
が
再
就
職
し

た
お
祝
い
で
︑
旧
知
の
４
人
が
集

ま
り
︑﹁
折
角
だ
か
ら
﹂
と
善
光

寺
を
参
拝
し
ま
し
た
︒
善
光
寺

は
︑
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
る

名
刹
で
︑特
に
︑﹁
お
戒
壇
め
ぐ
り
﹂

は
何
度
体
験
し
て
も
魅
力
的
で

す
︒
本
堂
の
中
に
あ
る
入
口
か
ら

階
段
を
降
り
て
暗
闇
の
中
を
右
へ

右
へ
進
む
と
︑最
奥
に
扉
が
あ
り
︑

そ
の
扉
の
錠
前
に
触
れ
る
と
来
世

の
極
楽
浄
土
が
約
束
さ
れ
ま
す
︒

錠
前
の
真
上
は
︑
御
本
尊
の
如
来

様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
瑠
璃
壇
︒

私
は
︑
殊
に
怪
奇
現
象
や
心
霊
体

験
に
興
味
が
あ
り
ま
す
が
︑
別
名

﹁
お
怪
談
め
ぐ
り
﹂
は
︑
地
下
の

冷
気
と
と
も
に
ご
利
益
間
違
い
な

し
で
す
︒
▼
近
隣
の
村
に
住
む
不

信
心
で
欲
深
い
老
婆
の
干
し
物
が

風
で
牛
の
角
に
引
っ
か
か
り
︑
走

り
出
し
た
牛
を
追
い
掛
け
て
た
ど

り
着
い
た
の
が
善
光
寺
︒
や
が
て

老
婆
が
改
心
し
︑
善
光
寺
の
仏
様

を
厚
く
信
仰
す
る
結
末
は
︑﹁
牛

に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
﹂
の
諺

と
し
て
有
名
で
す
︒
▼
人
を
動
か

す
情
報
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
そ
の

人
を
待
っ
て
い
る
︒そ
の
情
報
は
︑

人
を
介
し
て
︑
或
い
は
風
土
︑
慣

習
を
通
し
て
心
の
琴
線
を
刺
激
す

る
︒歪
曲
し
て
作
ら
れ
た
情
報
か
︑

ま
ご
う
こ
と
な
き
正
し
い
情
報

か
︑
瞬
時
に
判
別
す
る
の
は
難
し

い
事
で
す
︒
▼
﹁
五
風
十
雨
（
ご

ふ
う
じ
ゅ
う
う
）﹂
の
如
く
︑
太
平

の
世
は
５
日
に
１
度
の
﹁
風
﹂︑
10

日
に
１
度
の
﹁
雨
﹂︑
こ
れ
が
安
寧

を
支
え
る
自
然
の
法
だ
と
古
代
中

国
の
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
︒
反
面
︑
気
ま
ぐ
れ
な
﹁
空
﹂

の
雲
行
き
は
人
間
の
感
情
に
も
似

て
非
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
︒

▼
弘
法
大
師
空
海
が
悟
り
を
得
た

瞬
間
︑
眼
の
前
に
飛
び
込
ん
で
来

た
風
景
が
﹁
青
く
澄
み
わ
た
っ
た

空
︑
果
て
し
な
い
大
海
原
の
海
﹂

で
し
た
︒
空
海
の
名
前
は
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
︒
空
海
が
不
屈
の
精
神
で
荒
れ

狂
う
日
本
海
を
渡
っ
て
中
国
へ
赴

き
︑
多
く
の
情
報
・
知
識
を
得
て
︑

日
本
の
仏
教
の
礎
を
築
い
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒▼
様
々

な
情
報
が
錯
綜
す
る
世
の
中
で
︑

果
た
し
て
ど
の
情
報
が
正
し
い
の

か
︒
そ
れ
は
︑
日
頃
の
人
間
関
係

で
培
っ
た
相
互
の
信
頼
関
係
に
頼

る
の
み
で
︑
そ
の
判
別
は
ご
自
身

次
第
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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繊
維
業
の
盛
ん
な
福
井
県

坂
井
市
に
本
社
を
置
く
川
﨑

物
流
㈱
は
︑
染
色
加
工
会
社

を
主
要
取
引
先
と
し
︑
全
国

各
地
か
ら
届
け
ら
れ
る
生
機

（
き
ば
た
）
を
自
社
倉
庫
で

管
理
し
な
が
ら
︑
染
色
加
工

会
社
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
さ
れ
た
解
反
（
生
機
の
反

物
を
解
く
）
作
業
を
行
い
︑

解
反
後
の
生
地
を
市
内
の
染

色
加
工
工
場
へ
と
輸
送
す
る

業
務
を
メ
イ
ン
に
行
う
運
送

・
倉
庫
事
業
者
で
あ
る
︒

◆

　
﹁
中
途
採
用
で
募
集
を
か

け
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
︑
発

想
の
転
換
を
し
て
新
卒
者
重

視
の
採
用
に
舵
を
切
っ
た
﹂

（
川
﨑
社
長
）
と
い
う
同
社

の
人
材
確
保
対
策
の
中
心
は

新
卒
者
採
用
で
︑
平
成
４
年

に
第
１
号
と
な
る
新
卒
者

（
専
修
学
校
卒
業
者
）
が
入

社
︒
８
年
に
は
高
等
学
校
新

卒
者
第
１
号
を
採
用
し
︑
以

降
︑
新
卒
者
採
用
を
継
続
し

て
き
た
結
果
︑
従
業
員
の
平

均
年
齢
は
28
～
30
歳
と
い
う

若
さ
を
誇
る
︒

　

ま
た
︑
８
年
か
ら
は
前
述

の
解
反
作
業
を
専
門
に
行
う

﹁
解
反
室
﹂
を
設
置
︒
解
反

作
業
は
︑
大
き
い
も
の
で
は

数
は
25
人
で
︑
そ
の
内
訳
は

男
性
９
人
︑
女
性
16
人
︒
倉

庫
・
運
輸
部
門
に
は
男
性
が

９
人
︑
解
反
室
に
は
女
性
が

12
人
︑
業
務
課
（
事
務
職
）

に
は
女
性
が
３
人
在
籍
し
て

幅
４
㍍
を
超
え
る
布
地
を
ミ

シ
ン
が
け
で
繋
ぐ
工
程
を
伴

う
た
め
︑
同
年
か
ら
ミ
シ
ン

が
け
の
技
能
を
有
す
る
女
性

の
中
途
採
用
を
行
う
な
ど
︑

女
性
採
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
っ
た
︒

　

同
社
の
現
在
の
全
従
業
員

お
り
︑
組
織
概
要
は
左
図
の

通
り
︒
部
長
職
の
女
性
１
人

が
全
体
お
よ
び
倉
庫
・
運
輸

部
門
を
統
括
し
て
い
る
（
管

理
職
３
人
も
全
て
女
性
）︒

倉
庫
業
兼
務
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
は
有
期
雇
用
契

約
の
社
員
が
多
い
中
︑
解
反

室
の
パ
ー
ト
従
業
員
２
人
を

除
き
︑
全
員
が
正
社
員
で
あ

る
︒加

速
続
け
る
人
手
不
足
を

新
卒
者
採
用
で
打
開

　

今
年
３
月
︑
同
社
に
は
３

人
の
新
入
社
員
が
入
社
し

た
︒
①
高
校
新
卒
者
の
男
性

（
18
歳
）︑
②
退
職
自
衛
官

の
女
性
（
22
歳
）︑
③
ロ
シ
ア

人
男
性
（
29
歳
）
︱
︱
の
３

人
だ
︒同
社
が
高
校
新
卒
者
︑

退
職
自
衛
官
︑
外
国
人
と
︑

幅
広
い
採
用
活
動
を
展
開
す

る
背
景
に
は
︑
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
が
あ
る
︒

　
﹁
正
社
員
募
集
へ
の
応
募

減
少
の
ほ
か
︑
６
～
７
年
前

か
ら
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
募

集
し
て
い
る
パ
ー
ト
採
用
も

応
募
が
な
く
な
り
︑
そ
れ
ま

で
頼
り
に
し
て
い
た
派
遣
会

社
か
ら
の
人
材
派
遣
も
ぱ
っ

た
り
な
く
な
り
ま
し
た
︒
学

生
が
給
与
の
高
い
三
交
代
制

の
工
場
や
県
外
の
企
業
へ
就

職
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る

中
︑﹃
で
き
る
こ
と
は
全
部

や
る
﹄
と
い
う
気
持
ち
で
採

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
活
発
化
し
ま
し
た
﹂（
川

﨑
社
長
）

　

地
元
の
高
校
︑
短
期
・
四

年
制
大
学
︑
専
修
学
校
に
は

社
長
自
ら
休
日
返
上
で
く
ま

な
く
募
集
を
か
け
︑
各
校
が

実
施
す
る
就
職
合
同
説
明
会

に
も
積
極
的
に
参
加
︒
28
年

に
は
︑﹁
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定

企
業
﹂
に
福
井
県
内
で
初
め

て
認
定
さ
れ
た
ほ
か
︑
30
年

に
は
﹁
ふ
く
い
女
性
活
躍
推

進
企
業
﹂
に
登
録
（
コ
ラ
ム

参
照
）︒
数
々
の
条
件
を
ク

リ
ア
し
て
ま
で
も
こ
の
よ
う

な
認
証
を
取
得
し
た
の
に
は
︑

﹁
少
し
で
も
学
生
に
当
社
へ

目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
﹂

と
い
う
川
﨑
社
長
の
強
い
思

い
が
あ
っ
た
︒

「
発
想
の
転
換
」
続
け

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
す

　

新
卒
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
は
ほ
か
に
も
あ
る
︒

働
き
方
改
革
を
受
け
︑
荷
主

企
業
と
連
携
し
て
２
年
前
か

ら
﹁
残
業
ほ
ぼ
ゼ
ロ
﹂
を
実

現
︒
ま
た
同
社
は
︑
健
康
増

進
を
掲
げ
︑求
人
募
集
に﹁
喫

煙
者
不
可
﹂と
記
載
す
る﹁
喫

煙
者
ゼ
ロ
企
業
﹂で
も
あ
る
︒

給
与
体
系
は
︑
他
産
業
並
み

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
年
功

序
列
型
賃
金
で
あ
り
︑
学
生

に
と
っ
て
︑﹁
ク
リ
ー
ン
か
つ

安
定
し
た
環
境
﹂
で
あ
る
こ

と
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
︒

　

そ
れ
で
も
新
卒
者
採
用
が

か
な
わ
な
い
年
も
あ
る
中
で
︑

川
﨑
社
長
は
退
職
自
衛
官
や

外
国
人
の
採
用
を
開
始
す
る
︒

　

こ
の
春
に
入
社
し
た
退
職

自
衛
官
の
女
性
は
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
り
た
い
！
﹂
と
同
社

に
応
募
︒
ま
ず
は
業
務
課
で

事
務
職
と
し
て
知
識
と
経
験

を
積
み
︑
ゆ
く
ゆ
く
は
倉
庫

・
運
輸
部
門
で
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑

他
に
も
昨
年
新
卒
入
社
し
た

女
性
社
員
（
現
在
は
解
反
室

勤
務
）
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志

望
し
て
お
り
︑
準
中
型
免
許

で
も
乗
務
で
き
︑
生
機
入
り

の
台
車
が
積
載
で
き
る
サ
イ

ズ
の
荷
台
を
備
え
た
ト
ラ
ッ

ク
を
準
備
中
だ
︒
ト
ラ
ッ
ク

は
２
・
４
・
８
・
10
㌧
車
を

保
有
し
て
お
り
︑
会
社
近
く

に
は
福
井
県
運
転
者
教
育
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
た
め
︑
徐
々

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

た
め
の
環
境
も
整
っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
外
国
人
採
用
開
始

の
き
っ
か
け
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
っ

た
︒
ロ
シ
ア
出
身
の
川
﨑
社

長
夫
人
がFacebook

で
同

社
の
募
集
に
関
す
る
投
稿
を

し
た
と
こ
ろ
︑
ロ
シ
ア
の
物

流
系
大
学
を
卒
業
し
た
セ
リ

ン
ベ
ト
フ
・
ブ
ラ
ー
ト
さ
ん
が

﹁
日
本
で
物
流
の
仕
事
が
し

た
い
﹂
と
応
募
︒
今
年
１
月

に
就
労
ビ
ザ
を
取
得
し
て
３

月
に
入
社
し
︑
現
在
は
日
々

研
修
を
行
い
な
が
ら
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
免
許
取
得
を
目
指

し
て
勉
強
中
だ（
写
真
㊧
）︒

　
﹁﹃
日
本
人
が
採
用
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
外
国
人
を
採

用
し
よ
う
﹄
と
い
う
発
想
の

転
換
は
︑
妻
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
存

在
な
し
に
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
︒
ブ
ラ
ー
ト
に
続
く

よ
う
に
︑
経
済
学
を
学
ん
で

い
た
ロ
シ
ア
人
女
性
か
ら﹃
経

理
の
仕
事
が
し
た
い
﹄
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
応
募
が
あ

り
︑
現
在
就
労
ビ
ザ
を
申
請

中
で
す
﹂（
同
）

　

そ
ん
な
川
﨑
社
長
は
既
に

﹁
次
の
一
手
﹂を
打
っ
て
い
る
︒

県
内
の
若
い
応
募
者
が
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
︑
県
外
の
若

い
応
募
者
を
募
ろ
う
と
︑
25

歳
ま
で
を
対
象
に
︑
家
賃
の

半
額
（
上
限
２
万
円
）
を
補

助
す
る
制
度
を
開
始
︒
募
集

範
囲
を
県
外
に
拡
大
し
︑
さ

ら
な
る
若
年
層
の
雇
用
促
進

を
図
る
ね
ら
い
だ
︒

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
選
任
が

も
た
ら
し
た
劇
的
変
化

　

同
社
の
管
理
職
３
人
が
全

て
女
性
で
あ
る
こ
と
は
前
段

で
述
べ
た
と
お
り
だ
が
︑
社

内
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
管
理
な
ど
も
女

性
管
理
職
が
担
っ
て
い
る
︒

川
﨑
社
長
に
よ
る
と
︑
彼
女

ら
が
管
理
職
に
就
く
よ
う
に

な
っ
た
２
年
前
か
ら
︑
社
内

環
境
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
と

い
う
︒

　

社
内
組
織
﹁
安
全
環
境
委

員
会
﹂
で
は
毎
週
目
標
を
設

定
し
︑
構
内
を
巡
回
し
て
安

全
面
・
環
境
面
を
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
が
︑
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
目
配
り
が
行
き
届

く
よ
う
に
な
る
と
︑
社
内
の

衛
生
環
境
が
目
に
見
え
て
向

上
︒
同
委
員
会
で
は
以
前
か

ら
︑
社
内
外
で
の
作
業
が
安

全
・
円
滑
に
進
む
よ
う
改
善

提
案
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
︑

女
性
リ
ー
ダ
ー
就
任
以
降
︑

改
善
提
案
書
の
提
出
数
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
︒

ま
た
︑
提
案
が
採
用
さ
れ
た

社
員
に
褒
賞
（
千
円
の
商
品

券
）
が
与
え
ら
れ
る
制
度
も

あ
り
︑
月
例
の
朝
礼
で
手
渡

し
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
労

働
安
全
お
よ
び
作
業
効
率
向

上
の
た
め
の
改
善
事
項
の
検

討
は
︑
同
委
員
会
内
だ
け
で

な
く
︑
同
じ
く
２
年
前
か
ら

開
始
し
た
︑
取
引
先
企
業
の

担
当
者
を
招
い
て
の
勉
強
会

と
い
う
形
式
で
も
毎
週
実
施

し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
同
社
に
は
︑﹁
女

性
に
対
す
る
手
当
﹂
が
存
在

す
る
︒
男
性
社
員
不
在
時
に

行
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ

る
荷
出
し
作
業
を
︑
有
資
格

者
の
女
性
社
員
が
行
う
場
合
︑

﹁
女
性
荷
出
し
作
業
手
当
﹂

を
つ
け
て
い
る
の
だ
︒
と
い
う

の
も
︑
長
さ
４
㍍
に
も
な
る

ロ
ー
ル
状
の
繊
維
の
入
っ
た

台
車
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で

運
ぶ
の
は
な
か
な
か
の
重
労

働
︒
尺
の
長
い
も
の
を
運
ぶ

た
め
︑
同
社
で
は
横
歩
き
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し

て
い
る
ほ
か
︑
傷
が
つ
き
や

す
い
繊
維
を
運
ぶ
ゆ
え
に
︑

繊
細
な
荷
扱
い
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
︑
操
作
が
非

常
に
難
し
い
︒
川
﨑
社
長
は

女
性
社
員
に
は
難
し
い
作
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
︑

リ
フ
ト
免
許
を
も
つ
女
性
社

員
た
ち
が
﹁
複
数
名
で
協
力

し
て
作
業
し
ま
す
﹂
と
申
し

出
て
く
れ
た
こ
と
を
受
け
︑

女
性
社
員
が
高
負
荷
の
作
業

を
行
う
場
合
に
手
当
を
つ
け

て
い
る
︒

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

重
視
の
職
場
環
境
を
構
築

　

女
性
社
員
が
多
い
同
社
で

は
あ
る
が
︑
結
婚
や
出
産
・

育
児
に
よ
る
離
職
は
今
ま
で

ゼ
ロ
︒
妊
娠
中
も
安
全
・
安

心
に
働
け
る
よ
う
︑
階
段
の

手
す
り
や
洋
式
ト
イ
レ
︑
時

短
勤
務
や
産
休
・
育
休
制
度

を
整
備
し
た
り
︑
女
性
管
理

職
を
﹁
妊
娠
中
や
産
休
・
育

休
復
帰
後
の
相
談
窓
口
﹂
に

選
任
し
た
り
と
︑
女
性
社
員

が
正
社
員
と
し
て
長
く
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

整
備
を
絶
え
ず
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
昨
年
︑
坂
井
市
が
推

進
す
る
﹁
イ
ク
ボ
ス
推
進
企

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
研
修

に
女
性
管
理
職
３
人
が
参
加
︒

﹁
職
場
で
共
に
働
く
部
下
・

ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
両

立
）
を
考
え
︑
そ
の
人
の
キ

ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な

が
ら
︑
組
織
の
業
績
も
結
果

を
出
し
つ
つ
︑
自
ら
も
仕
事

と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
上
司
（
経
営
者
・
管

理
職
）﹂
を
育
成
す
る
イ
ク

ボ
ス
研
修
を
受
講
し
て
︑
そ

の
内
容
を
自
社
に
持
ち
帰

り
︑
社
員
に
も
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
︑
今
年

２
月
に
は
講
師
を
招
き
社
内

研
修
を
実
施
し
た
︒

﹁
若
年
者
と
女
性
社
員
が
主

体
の
当
社
に
お
い
て
︑
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
心
身

の
健
康
は
非
常
に
重
要
で
す
︒

こ
う
し
た
方
針
を
理
解
し
︑

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
女
性
管
理
職
や
︑
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
彼
女
た
ち
に
協
力

し
て
く
れ
る
社
員
の
存
在
を

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
て
い

ま
す
︒
社
員
た
ち
の
自
主
性

・
積
極
性
を
尊
重
し
な
が

ら
︑
会
社
も
社
員
も
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
﹂（
同
）

川﨑　啓司
代表取締役社長

1ユースエール認定企業

　若者の採用・育成に積極
的で、若者の雇用管理の状況
などが優良な中小企業を厚生
労働大臣が認定する制度。
　認定企業の情報発信を後
押しすることなどにより、企
業が求める人材の円滑な採用
を支援し、若者とのマッチン
グ向上を図っている。
　定められた12の認定基準をすべて満たす中小企業が認
定対象。認定時のメリットとして、①ハローワーク等で重点
的PRの実施、②認定企業限定の就職面接会等への参加、
③自社の商品、広告などに認定マークの使用が可能、④若
者の採用・育成を支援する関係助成金を加算、⑤日本政策
金融公庫による低利融資、⑥公共調達における加点評価―
―がある。
　認定基準・申請手続き等の詳細は厚生労働省ホームペー
ジを参照。

2ふくい女性活躍推進企業

　福井県が女性の活躍推進に
向けて積極的に取り組む企業
を認定する制度。
　認定基準は、①女性の活躍
推進に向けた経営トップ（代
表者）の考えが宣言されてい
ること、②女性活躍推進員を
配置していること、③「女性
の採用」「女性の育成」「男女
がともに働きやすい職場環境づくり」「女性の登用」につい
て、それぞれ具体的な取り組みを進めていること。登録の
メリットは、①県ホームページや県主催合同企業説明会で
登録企業をPR、②女性活躍に関する県主催の研修・講座
への優先参加、③登録企業限定の表彰制度・補助金制度―
―など。
　申請方法等の詳細は福井県ホームページを、認定企業等
の詳細は福井県の女性活躍支援ポータルサイト「ふくい女
性活躍net」を参照。

　

川
﨑
物
流
株
式
会
社
（
川
﨑
啓
司
代

表
取
締
役
社
長
︑福
井
県
坂
井
市
）は
︑

主
に
繊
維
製
品
の
倉
庫
管
理
・
解か

い
た
ん反
・

輸
送
を
行
う
︑
今
年
で
設
立
32
年
目
を

迎
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
・
倉
庫

事
業
者
だ
︒

　

同
社
で
は
︑
深
刻
な
人
手
不
足
に
対

応
し
て
新
卒
者
重
視
の
採
用
に
転
換
︑

新
卒
者
採
用
以
外
に
も
あ
ら
ゆ
る
多
角

的
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
︑
若
年
層
や

女
性
の
定
期
的
な
雇
用
に
成
功
し
て
い

る
︒
運
送
・
倉
庫
兼
業
事
業
者
な
ら
で

は
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
﹁
採
用
の

多
様
化
﹂
を
実
現
し
︑
積
極
的
な
女
性

活
用
・
女
性
管
理
職
登
用
を
行
う
同
社

の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

女
性
管
理
職
の
積
極
登
用
が
も
た
ら
し
た

安
全
・
清
潔
・
安
定
的
な
労
働
環
境

多種多様な採用活動を精力的に展開

「できることは全部やる」の精神で

川﨑物流㈱  ［代表取締役社長 川﨑　啓司］

本　　社　福井県坂井市春江町西太郎丸 21-1
設　　立　昭和 62年 10月2日
資 本 金　3,000 万円
従業員数	 25 人（うち女性 16人）
車 両 数	 5 台

企業概要

検 索川﨑物流㈱

川﨑物流の取得認定を解説コラム

物流物流

川﨑物流㈱
福井県

第 38回

先輩社員から最新式フォークリフトの操作方法を教わるブラートさん㊧

倉庫から運んできた布地を機械にセットして解き、指定の長さになるようにミシンで繋ぐ
「解反作業」を行う（写真上）。解反作業後の布地は専用の長い台車に載せ、トラックの
荷台に積み込まれる（写真下）

川﨑物流㈱外観。同社社屋は左側の1号倉庫、右側の2号倉庫、中央の3号倉庫で
構成されている



  ・平成 30 年 1 ～ 12 月の死亡事故
　 件数は、253 件で、これまでで最
　  少となった。
・また、事業用トラックを第１当
　事者とする死者数は 260 人、人
　身事故件数は 13,428 件となった
　 が、 平 成 29（2017） 年 9 月 に
　新たに策定した「トラック事業
　における総合安全プラン 2020」
　の目標（死者数 200 人、人身事
　故件数 12,500 件）を達成するた
　めには、より一層の事故防止対
　策の取り組みが必要である。　

◉ 事故件数および死者数 ◉ 事故類型別
・平成 30 年 1 ～ 12 月の傾向をみると、「車両相互」が最も多く

150 件（59.3％）と 6 割近くを占めている。
・次いで、「人対車両」83 件（32.8％）、「車両単独」20 件（7.9％）　
　と続いている。

交通事故統計分析結果〔発生地別〕
（
概
要
）
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えっ、、なんと実話�
「刑務所の中での生活の方が自由」なんて痛ましすぎる◉ 発生地別

・平成 30 年 1 ～ 12 月の発生地別
　死亡事故件数の多い県をみると、
　「埼玉県」が最も多く 22 件、次
　いで「大阪府」21 件、「愛知県」
　19 件、「東京都」、「静岡県」が
　それぞれ 15 件と続いている。 
・前年と比較すると、「福岡県」が
　10 件増と突出しており、「埼玉
　県」の 6 件増、「静岡県」、「愛知
　県」の 5 件増と続いている。　
　また、「大阪府」は 2 年連続 21
　件であり、発生地別の死亡事故
　件数の多い状況が続いている。
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◉ 交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）
・事業用トラックが第１当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（64
　件 ) は、追突事故（48 件）の 1. 3 倍 。
・直 進 死 亡 事 故は、６割以上が対歩行者（14 件）で、対歩行者の５割が大型車。
　　　　　　　　　　対自転車（８件）の６割以上が準中型車。
・左 折 死 亡 事 故は、９割以上が対自転車（26 件）で、対自転車の８割以上が大型車。
・右 折 死 亡 事 故は、６割が対歩行者（９件）で、対歩行者の５割以上が大型車。

（１）車両区分別の事故類型（人対車両）別  ※「人対車両」には、対自転車事故は含まない

 ・車両区分別の事故類型（人対車両）別にみると、「大型」、「中型」、「準中型」は「横断中　その他」
　が最も多く、それぞれ 13 件（33.3％）、12 件（46.2％）、5 件（29.4％）となっている。
 ・車両区分別では大型が 39 件と約半数を占めている。

（２）車両区分別の事故類型（車両相互）別  ※「車両相互」には、対自転車事故を含む

 ・車両区分別の事故類型（車両相互）別にみると、「大型」は「左折時衝突」が最も多く 27 件（30.3
　％）、次いで「追突　駐・停車中」18 件（20.2％）と続いている。 
・「中型」は「追突　進行中」が最も多く 10 件（26.3％）、次いで「追突　駐・停車中」6 件（15.8
　％）、「正面衝突　その他」、「左折時衝突」、「右折時衝突」がそれぞれ 4 件（10.5％）と続いてい
　る。
 ・「準中型」、「普通」は「出会い頭衝突」が最も多く、それぞれ 8 件（42.1％）、3 件（75.0％）と
　なっている。
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準中型：3件　　1件
普   通：0件　　0件

大   型：1件　22件
中   型：0件　　4件
準中型：0件　　0件
普   通：0件　　0件

車両区分の解説

大　型：  車両総重量11t 以上
中　型：  7.5t 以上 11t 未満
準中型：  3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：  3.5t 未満
※軽自動車は含まない

8

1 6
26 9

14

その他
125件
49％

40件
16％

24件
10％

16件
6％

死亡事故件数
253件

（平成30年1～12月） 交差点―対自転車

交差点―その他

追突

交差点―対歩行者

48件
19％

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ搭載車への
大型車左折事故対策

ch
ec

k

◉ 事故類型別（車両区分）

掲示用

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第１当事者となった死亡事故。また、　「車両相互」での第 2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。

事業用トラックが第１当事者となった死亡事故平成30年中
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15.412.8

100.0

12.8

11.57.7 7.7 7.7 7.7

3.8 3.8 3.8

2.6５.１

５.9 ５.9５.9

17.6 29.423.5

10.3 7.733.3

46.2 中型
26件

普通
 1件

準中型
  17件

 大型
39件

（％）

11.8

大型
中型

普通
準中型

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」
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